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１、疑義照会等の記載場所について
２、変更調剤について
３、その他
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１、疑義照会等の記載場所について
２、変更調剤について
３、その他
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×疑義照会をした時には、備考欄に内
容を記載しないといけない。

〇保険診療の院外処方せんにおいて
処方変更と疑義照会の内容は
処方欄又は備考欄に記載しなければな
らない。
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薬剤師法 | e-Gov 法令検索

（処方せんによる調剤）

第二十三条 薬剤師は、医師、歯科医師又は獣医師の処方せんによらなければ、販売又

は授与の目的で調剤してはならない。

２ 薬剤師は、処方せんに記載された医薬品につき、その処方せんを交付した医師、歯

科医師又は獣医師の同意を得た場合を除くほか、これを変更して調剤してはならない。

（処方せん中の疑義）

第二十四条 薬剤師は、処方せん中に疑わしい点があるときは、その処方せんを交付し

た医師、歯科医師又は獣医師に問い合わせて、その疑わしい点を確かめた後でなければ、

これによつて調剤してはならない。

（処方せんへの記入等）

第二十六条 薬剤師は、調剤したときは、その処方せんに、調剤済みの旨（その調剤に

よつて、当該処方せんが調剤済みとならなかつたときは、調剤量）、調剤年月日その他

厚生労働省令で定める事項を記入し、かつ、記名押印し、又は署名しなければならない。

https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146
https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005#Mp-Ch_3-At_15
https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005#Mp-Ch_3-At_15
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薬剤師法施行規則 | e-Gov 法令検索

（処方箋の記入事項）

第十五条 法第二十六条の規定により処方箋に記入しなければならない事項は、調

剤済みの旨又は調剤量及び調剤年月日のほか、次のとおりとする。

一 調剤した薬局又は病院若しくは診療所若しくは飼育動物診療施設の名称及び所

在地

二 法第二十三条第二項の規定により医師、歯科医師又は獣医師の同意を得て処方

箋に記載された医薬品を変更して調剤した場合には、その変更の内容

三 法第二十四条の規定により医師、歯科医師又は獣医師に疑わしい点を確かめた

場合には、その回答の内容

https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005
https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005
https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005
https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005
https://laws.e-gov.go.jp/law/336M50000100005
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146#Mp-At_26
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146#Mp-At_23-Pr_2
https://laws.e-gov.go.jp/law/335AC0000000146#Mp-At_24
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第５ 処方箋の記載上の注意事項
10 その他 
薬剤師は、調剤したときは、その処方箋に以下の事項を記載すること。 
(１) 「調剤済年月日」欄について 
処方箋が調剤済となった場合の年月日を記載すること。その調剤によって、当該処方箋が調剤済となら
なかった場合は、調剤年月日及び調剤量を処方箋に記載すること。 
(２) 「保険薬局の所在地及び名称」欄について 
保険薬局指定申請の際等に地方厚生（支）局長に届け出た所在地及び名称を記載すること。 
(３) 「保険薬剤師氏名印」欄について 
調剤を行った保険薬剤師が署名するか又は保険薬剤師の姓名を記載し、押印すること。 
(４) その他次の事項を「備考」欄又は「処方」欄に記入すること。 
ア 処方箋を交付した医師又は歯科医師の同意を得て処方箋に記載された医薬品を変更して調剤した場
合には、その変更内容 
イ 医師又は歯科医師に照会を行った場合は、その回答の内容 
(５) 分割指示に係る処方箋に基づき調剤した場合は、別紙の「受付保険薬局情報」欄に保険薬局の所在
地、名称、保険薬剤師氏名及び調剤年月日を記入すること。別紙の余白を用いて調剤量等の必要な情報
を記載するのは差し支えないこと。 
(６) 「処方」欄の「リフィル可」欄に「✓」が記載されている処方箋（以下「リフィル処方箋」とい
う。）に基づき調剤した場合は、「調剤実施回数」欄に調剤回数に応じて、該当するチェック欄に
「✓」又は「×」を記載するとともに、調剤日及び次回調剤予定日を記載すること。 
(７) 保険薬局においてリフィル処方箋による調剤を行い、当該薬局において調剤済みとならない場合は、
リフィル処方箋に薬剤師法（昭和35年法律第146号）第26条に規定する事項及び次回調剤予定日等の必
要な事項を記入し、当該リフィル処方箋の写しを調剤録と共に保管すること。
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(４) その他次の事項を「備考」欄又は「処方」欄に
記入すること。
 
ア 処方箋を交付した医師又は歯科医師の同意を得て
処方箋に記載された医薬品を変更して調剤した場合
には、その変更内容 

イ 医師又は歯科医師に照会を行った場合は、その回
答の内容 
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全ての処方箋（薬剤師法） 保険診療における院外処方箋
（診療報酬請求書等の記載要領等について）

〇処方箋
調剤済みの旨

〇「調剤済年月日」欄 
処方箋が調剤済となった場合の年月日を記載する

〇処方箋
調剤年月日 〇処方箋

調剤年月日（調剤済みとならなかった場合）

〇処方箋
調剤量（調剤済みとならなかった場合）

〇処方箋
調剤量（調剤済みとならなかった場合）

〇処方箋
調剤した薬局名称及び所在地

〇「保険薬局の所在地及び名称」欄
保険薬局指定申請の際等に地方厚生（支）局長に届け出た
所在地及び名称

〇処方箋
薬剤師の記名押印又は薬剤師が署名

〇保険薬剤師氏名 印」欄
調剤を行った保険薬剤師が署名又は保険薬剤師の姓名を記
載し押印

〇処方箋
法第二十三条第二項の規定により医師、歯科医師又は獣医
師の同意を得て処方箋に記載された医薬品を変更して調剤
した場合には、その変更の内容

〇「備考」欄又は「処方」欄
処方箋を交付した医師又は歯科医師の同意を得て処方箋に
記載された医薬品を変更して調剤した場合には、その変更
内容

〇処方箋
法第二十四条の規定により医師、歯科医師又は獣医師に疑
わしい点を確かめた場合には、その回答の内容

〇「備考」欄又は「処方」欄
医師又は歯科医師に照会を行った場合は、その回答の内容
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全ての処方箋（薬剤師法） 保険診療における院外処方箋
（診療報酬請求書等の記載要領等について）

〇処方箋
法第二十三条第二項の規定により医師、
歯科医師又は獣医師の同意を得て処方
箋に記載された医薬品を変更して調剤
した場合には、その変更の内容

〇「備考」欄又は「処方」欄
処方箋を交付した医師又は歯科医師の
同意を得て処方箋に記載された医薬品
を変更して調剤した場合には、その変
更内容

〇処方箋
法第二十四条の規定により医師、歯科
医師又は獣医師に疑わしい点を確かめ
た場合には、その回答の内容

〇「備考」欄又は「処方」欄
医師又は歯科医師に照会を行った場合
は、その回答の内容
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第５ 処方箋の記載上の注意事項

８ 「備考」欄について 
(１) 保険薬局が調剤を行うに当たって
留意すべき事項等を記載すること。
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第２ 調剤報酬明細書の記載要領（様式第５）

２ 調剤報酬明細書に関する事項 

(27)「摘要」欄について 

イ その他請求内容について特記する必要があればその事項を記載
すること。 

ウ 「摘要」欄に記載しきれない場合においては、「処方」欄下部
の余白部分に必要事項を記載しても差し支えないこと。
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医師法施行規則より抜粋

・患者の氏名
・患者の年齢
・薬名
・分量
・用法
・用量
・発行の年月日
・使用期間
・病院若しくは診療所の名称及び所在地又は医師の住所
・医師の記名押印又は医師が署名
＊処方箋に備考欄を設ける義務はない。
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全ての処方箋（薬剤師法） 保険診療における院外処方箋
（診療報酬請求書等の記載要領等について）

〇処方箋
法第二十三条第二項の規定により医師、
歯科医師又は獣医師の同意を得て処方
箋に記載された医薬品を変更して調剤
した場合には、その変更の内容

〇「備考」欄又は「処方」欄
処方箋を交付した医師又は歯科医師の
同意を得て処方箋に記載された医薬品
を変更して調剤した場合には、その変
更内容

〇処方箋
法第二十四条の規定により医師、歯科
医師又は獣医師に疑わしい点を確かめ
た場合には、その回答の内容

〇「備考」欄又は「処方」欄
医師又は歯科医師に照会を行った場合
は、その回答の内容



18

・若い頃に、そう教わりました。
・昔からそうじゃないですか。
・薬剤師は、処方欄に記載してはいけないのでは？

他人の話を鵜吞みにせずに
必ず自分で確認をしてください。
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１、疑義照会等の記載場所について
２、変更調剤について
３、その他
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処方せんに記載された医薬品の後発医薬品への変更について

第１ 銘柄名処方に係る処方薬の保険薬局における調剤の方
法について 

１ 処方薬（銘柄名処方に係るものに限る。）の「変更不
可」欄に「」又は「×」が 記載されていない場合 処方薬に
代えて、✓後発医薬品（含量規格が異なるもの又は類似する
別剤形のもの を含む。）を調剤することができる。 ただし、
処方薬の近傍に「含量規格変更不可」又は「剤形変更不可」
の記載等が ある場合には、患者に対して説明し同意を得る
ことを条件に、従来からの取扱いど おり、その指示に従い
調剤することができる。
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１：後発医薬品がない先発医薬品（後発医薬品の上市前の先発医薬品等）

２：後発医薬品がある先発医薬品（先発医薬品と後発医薬品で剤形や規格が同一でない場合等を含む。

後発医薬品より薬価が高いもの）

☆：後発医薬品がある先発医薬品（先発医薬品と後発医薬品で剤形や規格が同一でない場合等を含む。

後発医薬品と同額又は薬価が低いもの）

：診療報酬における加算等の算定対象とならない「後発医薬品のある先発医薬品」

３：後発医薬品（先発医薬品より薬価が低いもの）

：診療報酬において加算等の算定対象となる後発医薬品」

★：後発医薬品（先発医薬品と同額又は薬価が高いもの）

：診療報酬における加算等の算定対象とならない後発医薬品

空欄１：昭和42年以前に承認・薬価収載された医薬品

空欄２：令和7年度薬価基準改定において、同一成分及び同一剤形区分の品目が全て「基礎的医薬品」

の対象となった成分（先発後発両方を含む）
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３：後発医薬品（先発医薬品より薬価が低いもの）

：診療報酬において加算等の算定対象となる後発医薬品」

★：後発医薬品（先発医薬品と同額又は薬価が高いもの）

：診療報酬における加算等の算定対象とならない後発医薬品

空欄２：令和7年度薬価基準改定において、同一成分及び同一剤形

区分の品目が全て「基礎的医薬品」の対象となった成分（先発後

発両方を含む）
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３：後発医薬品（先発医薬品より薬価が低いもの）

：診療報酬において加算等の算定対象となる後発医薬品」

★：後発医薬品（先発医薬品と同額又は薬価が高いもの）

：診療報酬における加算等の算定対象とならない後発医薬品

空欄２：令和7年度薬価基準改定において、同一成分及び同一剤形

区分の品目が全て「基礎的医薬品」の対象となった成分（先発後

発両方を含む）

薬価が変わっても先発後発の分類は変わらない。
よって薬価によって変更調剤に影響はない。

但し剤形変更、規格変更は除く。
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法令や通知等を読まずに
思い込みで判断をしないようにしてください。
調剤報酬においても同様です。

特に医薬品情報については
添付文書等をしっかり確認してください。
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１ 後発医薬品の銘柄処方において、「変更
不可」欄に「✓」又は「×」が記載されてい
ない場合にあっては、患者に対して調剤する
薬剤を変更することを説明の上、同意を得
ることで、当該処方薬に代えて、先発医薬品
（含量規格が異なるもの又は類似する別剤
形のものを含む。）を調剤することができる。 
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２ 処方薬の変更調剤を行うに当たって、以下に掲げるものについては、変
更調剤後の薬 剤料が変更前のものを超える場合であっても、患者に対して
その旨を説明の上、同意を 得ることで、当該変更調剤を行うことができる
（ただし、規格又は剤形の違いにより効 能・効果や用法・用量が異なるも
のを除く。）。
 ① 含量規格が異なる後発医薬品又は類似する別剤形の後発医薬品への変更
調剤
 ② 内服薬のうち、類似する別剤形の後発医薬品への変更調剤がやむを得ず
できない場 合であって、次に掲げる分類間の別剤形（含量規格が異なる場
合を含む。）の医薬品 への変更調剤 

ア 錠剤（普通錠）、錠剤（口腔内崩壊錠）、カプセル剤、丸剤
 イ 散剤、顆粒剤、細粒剤、末剤、ドライシロップ剤（内服用固形剤として
調剤する 場合に限る。） 

（例：アに該当する錠剤をイに該当する散剤への変更調剤）
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１、疑義照会等の記載場所について
２、変更調剤について
３、その他
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服薬情報等提供料１

当日算定
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公布の日から起算して２年を超えない範囲内
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医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等

の一部を改正する法律（令和７年法律第37号）の概要

１．医薬品等の品質及び安全性の確保の強化【医薬品医療機器等法】

① 製造販売業者における医薬品品質保証責任者及び医薬品安全管理責任者の設置を法定化する。
② 指定する医薬品の製造販売業者に対して、副作用に係る情報収集等に関する計画の作成、実施を義務付ける。
③ 法令違反等があった場合に、製造販売業者等の薬事に関する業務に責任を有する役員の変更命令を可能とする。

２．医療用医薬品等の安定供給体制の強化等【医薬品医療機器等法、医薬基盤・健康・栄養研究所法、麻向法、医療法】

① 医療用医薬品の供給体制管理責任者の設置、出荷停止時の届出義務付け、供給不足時の増産等の必要な協力の要請等を法定化する。
また、電子処方箋管理サービスのデータを活用し、需給状況のモニタリングを行う。

② 製造販売承認を一部変更する場合の手続について、変更が中程度である場合の類型等を設ける。
③ 品質の確保された後発医薬品の安定供給の確保のための基金を設置する。

３．より活発な創薬が行われる環境の整備【医薬品医療機器等法、医薬基盤・健康・栄養研究所法】

① 条件付き承認制度を見直し、臨床的有効性が合理的に予測可能である場合等の承認を可能とする。
② 医薬品の製造販売業者に対して、小児用医薬品開発の計画策定を努力義務化する。
③ 革新的な新薬の実用化を支援するための基金を設置する。

４．国民への医薬品の適正な提供のための薬局機能の強化等【医薬品医療機器等法、薬剤師法】

① 薬局の所在地の都道府県知事等の許可により、調剤業務の一部の外部委託を可能とする。
② 濫用のおそれのある医薬品の販売について、販売方法を見直し、若年者に対しては適正量に限って販売すること等を義務付ける。

③ 薬剤師等による遠隔での管理の下で、薬剤師等が常駐しない店舗における一般用医薬品の販売を可能とする。

改正の概要

不正事案の発生等に伴う医薬品の供給不足や創薬環境の変化等の状況に対応し、引き続き品質の確保された医薬品等を国民に迅速かつ
適正に提供していくため、医薬品等の品質及び安全性の確保の強化、医療用医薬品等の安定供給体制の強化等、より活発な創薬が行われ
る環境の整備、国民への医薬品の適正な提供のための薬局機能の強化等の必要な措置を講ずる。

改正の趣旨

施行期日

公布後６月以内に政令で定める日（ただし、３①②及び４②は公布後１年以内に政令で定める日、１①②③、２①の一部及び４①③は
公布後２年以内に政令で定める日、２②は公布後３年以内に政令で定める日）

等
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医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等

の一部を改正する法律（令和７年法律第37号）の概要

１．医薬品等の品質及び安全性の確保の強化【医薬品医療機器等法】

① 製造販売業者における医薬品品質保証責任者及び医薬品安全管理責任者の設置を法定化する。
② 指定する医薬品の製造販売業者に対して、副作用に係る情報収集等に関する計画の作成、実施を義務付ける。
③ 法令違反等があった場合に、製造販売業者等の薬事に関する業務に責任を有する役員の変更命令を可能とする。

２．医療用医薬品等の安定供給体制の強化等【医薬品医療機器等法、医薬基盤・健康・栄養研究所法、麻向法、医療法】

① 医療用医薬品の供給体制管理責任者の設置、出荷停止時の届出義務付け、供給不足時の増産等の必要な協力の要請等を法定化する。
また、電子処方箋管理サービスのデータを活用し、需給状況のモニタリングを行う。

② 製造販売承認を一部変更する場合の手続について、変更が中程度である場合の類型等を設ける。
③ 品質の確保された後発医薬品の安定供給の確保のための基金を設置する。

３．より活発な創薬が行われる環境の整備【医薬品医療機器等法、医薬基盤・健康・栄養研究所法】

① 条件付き承認制度を見直し、臨床的有効性が合理的に予測可能である場合等の承認を可能とする。
② 医薬品の製造販売業者に対して、小児用医薬品開発の計画策定を努力義務化する。
③ 革新的な新薬の実用化を支援するための基金を設置する。

４．国民への医薬品の適正な提供のための薬局機能の強化等【医薬品医療機器等法、薬剤師法】

① 薬局の所在地の都道府県知事等の許可により、調剤業務の一部の外部委託を可能とする。
② 濫用のおそれのある医薬品の販売について、販売方法を見直し、若年者に対しては適正量に限って販売すること等を義務付ける。

③ 薬剤師等による遠隔での管理の下で、薬剤師等が常駐しない店舗における一般用医薬品の販売を可能とする。

改正の概要

不正事案の発生等に伴う医薬品の供給不足や創薬環境の変化等の状況に対応し、引き続き品質の確保された医薬品等を国民に迅速かつ
適正に提供していくため、医薬品等の品質及び安全性の確保の強化、医療用医薬品等の安定供給体制の強化等、より活発な創薬が行われ
る環境の整備、国民への医薬品の適正な提供のための薬局機能の強化等の必要な措置を講ずる。

改正の趣旨

施行期日

公布後６月以内に政令で定める日（ただし、３①②及び４②は公布後１年以内に政令で定める日、１①②③、２①の一部及び４①③は
公布後２年以内に政令で定める日、２②は公布後３年以内に政令で定める日）

等
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４．国民への医薬品の適正な提供のための薬局機能の強化等②
〔医薬品の販売区分及び販売方法の見直し〕

概要

●医薬品の販売に関する規制について、若年者を中心に一般用医薬品の濫用が社会問題化している状況を踏まえた実 効
性を高めるための見直しや、要指導医薬品に関するデジタル技術を活用したアクセス改善を図る見直し等を行う。

＜見直しの概要＞

〔参考〕医薬品の分類と販売方法（現行）

医療用医薬品

●処方箋に基づく販売を原則とし、やむを得ない場合（※１）にのみ薬局での販売を認める。（※２）

（※１）医師の処方で服用している医療用医薬品が不測の事態で患者の手元になく、診療を受けられない、かつ一般用医薬品で
代用できない場合 等

（※２）漢方薬・生薬は一般用医薬品から医療用医薬品に転用されてきた経緯を踏まえ、販売に支障がないよう対応。

要指導医薬品

●薬剤師の判断に基づき、オンライン服薬指導による必要な情報提供等のみでの販売を可能とする。ただし、適正使用の
ために必要な確認を対面で行うことが適切である品目は対象から除外可能とする。

●医薬品の特性を踏まえて必要な場合には一般用医薬品に移行しないことを可能とするとともに、一般用医薬品への
移行後も個別品目のリスク評価を踏まえリスクの高い区分を含む適切な区分への移行を可能とする。

濫用のおそれ

のある医薬品

●販売時、薬剤師等に必要な事項（※３）を確認させ、情報提供を行わせること等を義務付ける。
（※３）他の薬局等での購入の状況、氏名・ 年 齢、多量購入の場合の購入理由 等

●若年者（省令で定める年齢未満の者）への大容量製品又は複数個の販売を禁止。若年者への小容量製品の販売又は
若年者以外の者への大容量製品若しくは複数個の販売は、対面又はオンラインでの販売を義務付け。

●陳列は ①顧客の手の届かない場所への商品陳列、②一定の条件（※４）を満たす場合には、専門家が配置される場
所から目の届く範囲（※５）への陳列 のいずれかとする。
（※４）販売又は情報提供を行う場所に継続的に専門家を配置し、購入する医薬品と購入者の状況を適切に確認できる体制の整備
（※５）当該場所から７メートル以内

医療用医薬品 要指導医薬品 一般用医薬品（第１類、第２類、第３類）

オンライン服薬指導可
医師の処方が必要な「処方箋医薬品」と「処方
箋医薬品以外の医療用医薬品」がある。後者は
、処方箋無しでの販売は禁止されていない。

対面販売
(オンライン服薬指導不可)

いずれもネット販売可能
第１類は薬剤師のみ、第２類・第３類は薬剤師又は登録販売者が販売可能購
入者への情報提供について、第１類は義務、第２類は努力義務
一般用医薬品のうち、濫用のおそれのある医薬品を厚生労働大臣が指定 8

処方箋医薬品以外の医療用医薬品の一部（漢方・生薬を除く。他の例外は不明）

特定要指導医薬品：緊急避妊薬等



40



41



42



43



44

お疲れさまでした。
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